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〈論文〉
ギデオンの戦い(士師記7章)
における角笛(，~iiD ) 
身の回リの音がヒントになって楽器が作
りだされたとの説明がある。例えば、動物
の皮を叩いた時に出る音、木の間を吹き抜
ける風が作る音、矢を射た後の弓の弦が振
動して響かす音などが、打楽器、管楽器、
弦楽器のヒントになったとの説明であ
る1)。牧畜に親しんでいたイスラエルの民
が、山羊や雄羊の湾曲した角を素材として
笛 (sopar ・'~'tzi)を作って使い始めたの
もごく自然な出来事だ・っただろう 2)。旧約
聖書に72回記載されている角笛 ( ，~，tzi)
は、特に、 2箇所で頻出している。ギデオ
ン対ミディアン人の戦いの箇所(士6-7章、
10回)とエリコ城壁の攻撃の箇所(ヨシュ
6章、14回)である。本稿は、特に、前者の
土師記7章における角笛の役割について考
察するヘ
角笛 (，~，tzi) は、例えば、戦い、儀式、
ヨベルの年、契約の箱の搬送、などの時に
合図として吹かれたぺしかし、士師記7章
では、単なる合図ではなく戦争の遂行手段、
換言するならば、 一種の武器として使われ
ているヘギデオンは、ミディアン人との戦
いに先立ち、 300人の精鋭を三隊に分け、
全員に松明を入れた空の水がめと角笛を渡
し、作戦を授けている(7:18)。戦闘は、
「 三つの小隊はそろって角笛を吹き、
水がめを害IJって、松明を左手にかざし、
D 
佐々木哲夫
右手で角笛を吹き続け、 『主のために、
ギデオンのために剣を』と叫んだ。
敵の陣営は至るところで総立ちにな
り、叫ぴ声をあげて、敗走したJ (7:19 
-21) 
の記事が示すようにギデオンの作戦通りに
遂行された。
この記事に関し、注解者は、笛を吹きな
がら関の声を上げるのは技術的に困難だな
どの問題を指摘しつつも、暗闇から突然、
水がめの砕ける音が響き、松明が輝き、角
笛の音と関の声が上がったので、敵は狼狽
し敗退したと評価している 6)。しかし、水が
め、松明、角笛、関の声は、敵を撹乱する
単なる手段に過ぎなかったのだろうか。
，~，tzi が旧約聖書において最初に登場す
るのは、モーセが神から十戒を受けた場面
である。シナイ山における神の顕現は、
「ー 雷鳴と稲妻と厚い雲が山に臨み、角
笛の音が鋭く鳴り響いたので、宿営に
いた民は皆、震えたJ (19:16) 
「角笛の音がますます鋭く鳴り響いた
とき、モーセが語りかけると、神は雷
鳴をもって答えられたJ (19:19) 
「民全員は、雷鳴がとどろき、稲妻が光
り、角笛の音が鳴り響いて、山が煙に
包まれる有様を見た。民は見て恐れ、」
(20:18) 
と描写されている。即ち、雷鳴、稲妻、角
笛の音は、ネ申顕現を表現するものであり、
また逆に、それらは、民たちに神顕現を連
想させるものであった。神の顕現とは、神
に従う者にとってはま郎、の時、敵対者にと
っては裁きの時であった。 いずれにせよ、
民にとって、それは畏るべき時であった。
他方、 ミディアン人は、イスラエルと親
戚関係にあるイシュマエル人であり(士8:
24)、特に、モーセのしゅうとエトロがミテ
ィアンの祭司だったこともあり(出2，18
章)、シナイ山での出来事を充分承知してい
たと考えられる。彼らにとっても、雷鳴、
稲妻、角笛の音は、畏るべき時を知らすも
のだった。しかも、彼らは、神がギデオン
の軍勢に味方していることを、既に、夢で
知らされていた(土7:13-14)。それ故、闇夜
に広がる水がめの砕ける音、松日月の輝き、
角笛の音は、 ミディアン人とって、まさに
神顕現を告げる表象として聞こえてきたの
である。「主のために、ギデオンのために剣
を」というギデオン軍の関の声は、神の指
揮に従って戦う神軍の声として響き渡っ
た。恐怖と混乱のるつぼと化したミディア
ン人一三万五千人の軍勢(士8:10)に残され
た道は、ただ敗走だけであった。
水がめ、松明、角笛を用いて敵を不意に
驚かすという作戦は、現代では効果的な戦
法だとは考えられない。しかし、上記で考
察した背景を考慮に入れるなら、これら三
つの要素は、イスラエルにとってミディア
ン人と戦う有力な手段だった。この解釈は、
・，~iむを含む士師記 7 章の文脈を適切に説
明する。
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